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サンゴ礁への脅威

2

地域規模のストレス地球規模のストレス

富栄養化

赤土等の流入

サンゴ

陸域負荷

複合的に影響する
赤土等の陸域負荷により、白化からの回復
が低下した(Hongo and Yamano, 2013)

海水温の上昇

海洋酸性化



瀬底大橋 大小堀川河口

地域規模のストレス
赤土等の流入
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サンゴへの影響
➢ 濁りによる光合成の阻害
➢ 赤土等の堆積による埋没
➢ 陸由来のサンゴの病気の増大 等



目的

赤土等の負荷によるサンゴへの影響を検証する

地域的なストレス(赤土等の流入)を軽減することで、気候変動に適応する

①

②

①サンゴ幼生着底への影響について
②成体サンゴの成長及び生残への影響について
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親サンゴ

バンドル

複数群体と交配
洗浄

サンゴ幼生の準備
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サンゴ幼生

低負荷区の岩盤 高負荷区の岩盤

採取した岩盤：左側が低負荷区の岩盤 、右側が高負荷区の岩盤 

堆積負荷の違いによって、
サンゴ幼生の着底率に違いがあるか検証

１）海域にある岩盤を採取(高負荷区・低負荷区)
２）各区の岩盤を水槽に入れる
３）海水とサンゴ幼生を投入
４）各岩盤において着底した割合を集計

①サンゴ幼生着底への影響について
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7

約 100 m

①サンゴ幼生着底への影響について_使用する岩盤
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〇 × × ×

〇 × × ×

〇 × ×

着底の有無を確認

着底率＝
 

=0.27
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①サンゴ幼生着底への影響について_着底率の集計方法

3 マス

11マス



*二項分布を仮定した一般化線形モデルについての尤度比検定

低負荷区と高負荷区の着底率は有意差あり(p<0.001*)
●堆積負荷によってサンゴ幼生の着底が妨げられる結果が得られた。
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①サンゴ幼生着底への影響について



低負荷区の岩盤 高負荷区の岩盤

堆積物が着底を
阻害している

つきにくいなぁ

*二項分布を仮定した一般化線形モデルについての尤度比検定

低負荷区と高負荷区の着底率は有意差あり(p<0.001*)
●堆積負荷によってサンゴ幼生の着底が妨げられる結果が得られた。
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①サンゴ幼生着底への影響について



①

着底を阻害
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目的

赤土等の負荷によるサンゴへの影響を検証する

地域的なストレス(赤土等の流入)を軽減することで、気候変動に適応する

①サンゴ幼生着底への影響について
②成体サンゴの成長及び生残への影響について

②



水温は同等だが赤土等の影響を
●受けやすい地点(高負荷区)
●受けにくい地点(低負荷区)
サンゴの植え付けを実施
(各50群体)

②成体サンゴの成長及び生残への影響について
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低負荷区

高負荷区

約500 m



底質中懸濁物質含量
(SPSS：content of Suspended Particles in Sea Sediment)
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St.1 低負荷区よりSt.2高負荷区でSPSSが高い傾向にある。

30

②成体サンゴの成長及び生残への影響について_植え付け地点

公表前データにつき、掲載不可



セジメントトラップ

設置期間
2024/5/16 - 2024/7/2  (47day)
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St.2高負荷区では、赤土等の流
入が観測された。

粒径<75 µm の組成
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②成体サンゴの成長及び生残への影響について_植え付け地点

公表前データにつき、掲載不可



2022/5/13 2022/7/11 2023/4/24 2023/10/17

27

高さ

長径、短径

調査内容
・写真撮影
・高さ、径の測定
・生残の記録

サンゴの調査方法ついて

↑撮影の様子

調査日

① 2022/5/13

② 2022/7/11

③ 2023/4/24

④ 2023/10/17
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2023/10/17
部分死 Partial Death

2022/5/13
生きている Survival

サンゴの状態 Condition of corals

生きている Survival

一部死んでいる Partial Death

完全に死んでいる Death

探せない、折れている Lost
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St.1 低負荷区より、St.2高負荷区で部分死や死滅が多く確認された。
特に全体死は、 St.2高負荷区でのみ確認されている。
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公表前データにつき、掲載不可



St.1低負荷区より、St.2高負荷区のサンゴの成長率は、有意に低い。

成長率
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※わざとプロットをずらしています。低負荷区・高負荷区の調査時期は同じです。

公表前データにつき、掲載不可



まとめ

①

陸域負荷低減が、気候変動適応策として有効であり、
陸域負荷低減対策を継続することが重要である。

着底を阻害

成長率
生残率を低下
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②
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